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Ni担持12CaO・7Al2O3ハニカム型触媒
の作製とメタン分解反応への応用

12CaO・7Al2O3は優れた機能性材料ですが、水との反応性があるため支持体への
安定したコーティングが難しく、用途が限定されています。そこで新たなコーティング手
法を開発し、Ni担持12CaO・7Al2O3ハニカム型触媒の作製を可能にしました。

⚫ ハニカム型セラミック支持体への12CaO・7Al2O3のコーティン
グ手法を開発しました

⚫ 12CaO・7Al2O3は高温・還元雰囲気下でも安定であり、
導電性や触媒燃焼能を有し、用途の拡大が期待されます

⚫ 同触媒をメタン分解反応に応用することで、水素およびカー
ボンナノファイバーの効率的な製造が期待できます
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開発した技術により、12CaO・7Al2O3の多方
面への応用が可能になりました。ご興味のある
企業の皆さまはぜひお問い合わせください。

＊水への分散によって、12CaO・7Al2O3粒子の表層が水和し変化しますが、この時
表面積は増加し、その後加熱することで表面積を維持したまま結晶が再生成します。

12CaO・7Al2O3と水が反応し、表面に水酸基が形成されます。この水酸基とハニカ
ム型セラミック支持体表面の水酸基が結合し、 支持体表面に12CaO・7Al2O3が
コーティングされます。

Ni担持12CaO・7Al2O3触媒を用いることで、
効率的なメタンの直接分解反応が可能になります。

反応式：CH4→2H2＋C

応用例：メタン分解反応

約φ50 nmの長い繊維状のカーボンナノファイバー

→ 機能性炭素としての活用が期待されます
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二酸化炭素を生じずに水素を生成
→ クリーンエネルギー源として活用が期待されます
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⚫ 水素およびカーボンナノファイバー製造技術への応用

⚫ 環境分野への展開

⚫ 触媒・水素・カーボンナノファイバーの製造販売企業との
パートナーシップ形成

従来技術に比べての優位性

今後の展開


